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学会へのご案内（ごあいさつ）

南風（ぱいかじ）が運ぶ自治体病院のその先‌
～沖縄から全国へ、そして未来へ発信～

学会長　篠﨑　裕子
沖縄県立八重山病院　院長

　第60回全国自治体病院学会を、2022年11月10日（木）、11日（金）の2日間にわたり、沖縄県
那覇市の「那覇文化芸術劇場なはーと」、「沖縄県立武道館」、「ホテルコレクティブ」を会場として開
催いたします。
　今回の学会テーマは、「南風（ぱいかじ）が運ぶ自治体病院のその先～沖縄から全国へ、そして未
来へ発信～」とさせていただきました。
　新型コロナウィルス感染症の世界的な大流行により、社会全体がかつて経験したことのない事態に
陥りました。世界中に社会・経済活動の制限や医療体制のひっ迫など多大な影響を及ぼしました。
　我が国では新型コロナウィルス感染症への対応において、多くの自治体病院が「地域医療を守りぬ
く」という責務を全うすべく、その地域での役割の中で、自治体病院としての底力を十分に発揮し貢
献頂いていることに敬意を表します。
　一方で、新型コロナウィルス感染症の拡大により自治体病院を取り巻く環境も様変わりしてきまし
た。
　これからの新しい生活様式の中での自治体病院の在り方を、「地域医療構想」、「働き方改革」、「事業
継続計画（BCP）」、更には「新興感染症対策」などの課題も盛り込みながら議論をしたいと考えます。
　決して明けない夜はない。自治体病院としての矜持をもち、多くの仲間とともに地域医療を守りぬ
く信念を持って、これからも前を向いて進んでいきましょう。
　本学会では感染対策を行いながら、総会特別講演、総会シンポジウム、専門分科会、ポスターセッ
ションを予定しています。
　日本の南の端の沖縄から、自治体病院の使命である「地域医療の最後の砦」としての本質を今一度
見つめ直し、さらに新たなステージを目指すヒントを発信できればと思います。
　会場は、那覇市の中心である国際通りに近い場所にあり、学会開催中でも那覇の街を散策しながら
楽しんでいただけると思います。また、2021年に世界自然遺産に登録された沖縄本島北部や西表島、
その他の離島の島々にも是非足を伸ばしていただき、沖縄を満喫して頂ければ幸いです。
　沖縄県の自治体病院が総力をあげて、沖縄の魅力を随所に散りばめながらおもてなしをさせていた
だきます。全国から多くの皆さまのご参加を、心からお待ちしております。



会
期
・
会
場
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

第60回全国自治体病院学会4

会期・会場及びお問い合わせ先

会　　期

第1日目　2022年11月10日（木）
開会式、総会シンポジウムⅠ、会長特別講演、分科会、ランチョンセミナー、 
交流会

第2日目　2022年11月11日（金）
総会シンポジウムⅡ、総会特別講演Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（県民公開講座）、 
第59回全国自治体病院学会最優秀演題発表、分科会、ランチョンセミナー、 
閉会式

会　　場

那覇文化芸術劇場なはーと（講演会場）
〒900-0015　沖縄県那覇市久茂地3-26-27　TEL：098-861-7810

ホテルコレクティブ（講演会場、交流会会場）
〒900-0014　沖縄県那覇市松尾2-5-7　TEL：098-860-8366

沖縄県立武道館（ポスター会場、展示会場）
〒900-0026　沖縄県那覇市奥武山町52　TEL：098-858-2700

お問い合わせ先
学会事務局：沖縄県立八重山病院

〒907-0002　沖縄県石垣市真栄里584-1

運営事務局：株式会社コンベンションリンケージ
〒901-2227　沖縄県宜野湾市宇地泊281-2
TEL：050-3460-3097　FAX：098-898-2202
E-mail：jmha60@c-linkage.co.jp
※‌�学会の運営・プログラム、事前参加登録、演題登録については、…
運営事務局へお問い合わせください。

　＜お問い合わせ受付時間＞月曜～金曜（祝祭日を除く）　9：30～17：30

オフィシャル・トラベルエージェント：
【宿泊・エクスカーションについてのお問い合わせ先】
株式会社JTB沖縄 旅行営業部 MICE営業課

「第60回全国自治体病院学会」受付デスク
〒900-0029　沖縄県那覇市旭町112番地1
TEL：098-861-4040　FAX：098-869-3424
E-mail：jmha60@okw.jtb.jp
＜お問い合わせ受付時間＞9：30～17：30（土日祝日は休業）
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■ 那覇文化芸術劇場 なはーと
モノレールをご利用の場合
　・県庁前駅から約 6分
　・美栄橋駅から約 6分

バスをご利用の場合
　・国内線旅客ターミナル発 125 番または120 番乗車
　・松尾バス停下車徒歩約 4分

タクシーをご利用の場合
　・那覇空港より約 14分
　・料金 1,200円～1,500 円

■ 沖縄県立武道館
モノレールをご利用の場合
　・壺川駅または奥武山公園駅から徒歩約 5分

バスをご利用の場合
　・国内線旅客ターミナル発 26、89、99、125または120 番乗車
　・公園前バス停下車徒歩約 5分

タクシーをご利用の場合
　・那覇空港より約 12～13分
　・料金 1,200円～1,400 円

■ ホテルコレクティブ
モノレールをご利用の場合
　・県庁前駅から徒歩約 7分

バスをご利用の場合
　・国内線旅客ターミナル発 125 番または120 番乗車
　・松尾バス停下車徒歩約 0分

タクシーをご利用の場合
　・那覇空港より約 15分
　・料金 1,500円～2,000 円

那覇空港からのアクセス

※タクシーご利用の場合、乗車時間と料金は目安となり、信号や渋滞による停車等道路事情により、
　実際と異なる場合がございますので予めご了承ください。
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会場までの交通機関、会場周辺案内図
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13：10 15：30

A

B・C

A

B

C

A

B・C

A

B

C

大宴会場

中宴会場

会長特別講演 看護・看護教育分科会
特別講演

経営・管理分科会
シンポジウム

地域医療・連携・福祉分科会
特別講演

薬剤分科会
講演Ⅰ

リハビリテーション分科会
特別講演Ⅰ

リハビリテーション分科会
特別講演Ⅱ

リハビリテーション分科会
特別講演Ⅲ

地域医療・連携・福祉分科会
シンポジウム

薬剤分科会
講演Ⅱ

地域医療・連携・福祉分科会（精神科領域）
シンポジウム

臨床医学分科会
特別講演Ⅰ

臨床医学分科会（精神科領域）
シンポジウム

臨床医学分科会
特別講演Ⅱ

臨床検査分科会
特別講演Ⅰ

第59回
全国自治体病院学会
最優秀演題発表

総会特別講演Ⅱ
県民公開講座

総会特別講演Ⅰ
県民公開講座

臨床検査分科会
特別講演Ⅱ

臨床検査分科会
特別講演Ⅲ

栄養分科会
基調講演

総会特別講演Ⅲ
県民公開講座

栄養分科会
特別講演Ⅰ

栄養分科会
特別講演Ⅱ

交流会

経営・管理分科会
医療の質の評価・公表等推進事業シンポジウム

臨床工学分科会
特別講演

臨床工学分科会
シンポジウム

看護・看護教育分科会
シンポジウム総会シンポジウムⅠ

総会シンポジウムⅡ

放射線分科会
特別講演Ⅰ

放射線分科会
特別講演Ⅱ

放射線分科会
特別講演Ⅲ

開会式･総会

閉会式

ポスター掲示

企業展示

ポスター掲示
一般演題発表

（看護・看護教育分科会、経営・管理分科会、臨床検査分科会、
臨床工学分科会、栄養分科会）

ポスター閲覧 ポスター閲覧 ポスター撤去

企業展示企業展示

企業展示

ポスター閲覧 ポスター撤去
一般演題発表

（看護・看護教育分科会、地域医療・連携・福祉分科会、薬剤分科会、
放射線分科会、リハビリテーション分科会、臨床医学分科会）

ランチョンセミナー①

ランチョンセミナー②

ランチョンセミナー③

ランチョンセミナー④

ランチョンセミナー⑤

ランチョンセミナー⑥

ランチョンセミナー⑦

ランチョンセミナー⑧

ランチョンセミナー⑨

ランチョンセミナー⑩

ランチョンセミナー⑪

ランチョンセミナー⑫

ランチョンセミナー⑬

ランチョンセミナー⑭
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学会日程表（予定）
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8 第60回全国自治体病院学会

総会プログラム

第1日目　2022年11月10日（木）　第1会場

◆開会式･総会	 8 ：50～ 9：30

◆会長特別講演	 9 ：30～10：20
演　　　題	 「‌�自治体病院の現状と課題」
演　　　者	 小熊　　豊（‌�公益社団法人全国自治体病院協議会 会長）

座　　　長	 外間　　浩（‌�地方独立行政法人 那覇市立病院 理事長兼院長）

◆総会シンポジウムⅠ	 10：25～12：20
テ　ー　マ	 「‌�新型コロナウィルス感染症のパンデミックを経験してのあれこれ」
シンポジストⅠ	 「‌�八重山諸島での新型コロナウイルス感染症～地方自治体との連携から～」
	 酒井　達也（‌�沖縄県立八重山病院 総合診療科 医長）

シンポジストⅡ	 「‌�パンデミックと地域医療構想　自治体病院の役割について」
	 高山　義浩（‌�沖縄県立中部病院 地域ケア科 兼 感染症内科 副部長）

コメンテーターⅠ	 青木　　眞（‌�感染症コンサルタント、米国感染症専門医）

コメンテーターⅡ	 中島　一敏（‌�大東文化大学 スポーツ・健康科学部 健康科学科 教授）

コメンテーターⅢ	 岩田健太郎（‌�神戸大学病院 医学研究科 感染治療学 教授）

コメンテーターⅣ	 玉城　和光（‌�沖縄県立中部病院 院長）

コメンテーターⅤ	 調整中
座　　　長	 原　　義人（‌�公益社団法人全国自治体病院協議会 副会長、…

青梅市病院事業管理者）

座　　　長	 竹中　賢治（‌�公益社団法人全国自治体病院協議会 副会長、…
天草市病院事業管理者）
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第2日目　2022年11月11日（金）　第1会場

◆第59回全国自治体病院学会最優秀演題発表	 9 ：00～ 9：50
座　　　長	 久貝　忠男（‌�沖縄県立北部病院 院長）

◆総会シンポジウムⅡ	 10：00～11：50
テ　ー　マ	 「‌�2024年からの医師の働き方改革に向けての取り組み」
シンポジストⅠ	 「‌�医師の働き方改革に向けた当院の取り組み」
	 大西　祥男（‌�地方独立行政法人加古川市民病院機構加古川中央市民病院 …

理事長 兼 院長）

シンポジストⅡ	 「‌�医師の働き方改革と地域医療のゆくえ　～中小病院の取り組みから～」
	 吉嶺　文俊（‌�新潟県立十日町病院 院長）

シンポジストⅢ	 「‌�医師確保困難地域における医師の働き方」
	 久貝　忠男（‌�沖縄県立北部病院 院長）

座　　　長	 望月　　泉（‌�公益社団法人全国自治体病院協議会 副会長、…
八幡平市病院事業管理者 兼 八幡平市立病院統括院長）

座　　　長	 松本　昌美（‌�公益社団法人全国自治体病院協議会 副会長、…
南和広域医療企業団南奈良総合医療センター院長）

◆総会特別講演Ⅰ（県民公開講座）	 12：30～13：10
演　　　題	 「‌�沖縄の特有性と看護」
講　　　師	 大嶺千枝子（‌�沖縄県看護協会）

座　　　長	 前田　純子（‌�沖縄県立中部病院 副院長）

◆総会特別講演Ⅱ（県民公開講座）	 13：10～14：00
演　　　題	 「‌�働く場所に国境は無い　離島の医療と紛争地の医療」
講　　　師	 滝上　隆一（‌�沖縄県立八重山病院 外科医長／国境なき医師団 外科医）

座　　　長	 上原　真人（‌�沖縄県立八重山病院 麻酔科部長）

◆総会特別講演Ⅲ（県民公開講座）	 14：00～15：30
演　　　題	 「‌�感動舞台でヌチグスイ（命の薬）～文化で拓く人と地域と未来の力～」
講　　　師	 平田　大一（‌�南島詩人、演出家、沖縄文化芸術振興アドバイザー）

スペシャルアトラクション	 「ダイナミック琉球～沖縄からの風～」
出　演　者	 チーム現代版組踊「鬼鷲」
座　　　長	 篠﨑　裕子（‌�沖縄県立八重山病院 院長）

◆閉会式	 15：40～16：20
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看護・看護教育分科会

テーマ	『‌�未来へ紡ぐ看護の階（きざはし）』

沖縄県立中部病院 副院長
橋口　幹夫

　急迫する超高齢化社会と少子化は社会インフラである医療を根底から揺るがすことは、想像に難くありま
せん。
　それに対応するために地域の医療連携体制を構築し役割分担を押し進める中で、今回の新興感染症がもた
らした影響は、社会保障基盤と医療資源の脆弱さを改めて認識することになりました。
　地域包括ケアを押し進めるために多種職との連携や機能・役割分担、地域住民との協働活動、行政との連
携・協力の充実が求められる最中、新型コロナウイルス感染症は、それに立ちはだかるように現れ、社会の
色々な場面で分断をもたらしました。
　一方でクラスターが発生した地域施設へ医療現場から、看護師と医師が出向き、支援を行ない、行政機関
との協働で感染をコントロールしながら、施設の機能回復を早期に可能にした事例もありました。患者自身
の尊厳を大切にすることへの準備、家族支援などを整える時間もないままに感染症疾患の特殊性から家族と
患者が分離され、その最後を悲痛な思いで伏さなければならない状況も数多く経験したのではないでしょう
か。
　このパンデミックは、私たち医療従事者にどのような道を選択し進んで行くべきなのかを厳しく問いかけ
ているような気がします。
　これからの患者・家族と地域住民の支えとなる看護職の役割とその目標に向かって一段、二段と登ってゆ
くことへの一助に、この講演、シンポジウムがお役に立てれば幸いです。

　特別講演では「2040年を見据えた医療・ケアー臨床倫理を現場で活かす」のテーマで東京大学院社会研
究科、特任教授の会田黛子先生に看護職における尊厳、ACP（Advance Care Planning）、倫理などをご講
演していただきます。シンポジウムでは、北海道大学大学院保健科学研究院、教授の結城美智子先生、認定
NPO法人ささえあい医療人権センターCOML、理事長の山口育子先生、沖縄県立看護大学、学長の神里み
どり先生、沖縄県立北部病院看護師、日本看護系大学協議会ナースプラクティショナーの下地ひかり先
生、4名の方々にご活躍の場での経験をもとに「尊厳のある暮らしを支える-地域の中で看護がつなぐケアの
かたち-」というテーマで地域包括ケアにおける看護ケアのあり方、役割をお話して頂き、会場の皆様との
ディスカッションを通じて共有できればと企画いたしました。
　今回の分科会の特別講演、シンポジウム、一般演題発表を通して、新たな試みやヒントを見つけて頂けれ
ばと心から願っております。

1．特別講演�【2022年11月10日（木）14:00～15:00】
	 演　題	 「‌�2040年を見据えた医療・ケアー臨床倫理を現場で活かす」
	 演　者	 会田　黛子（‌�東京大学大学院人文社会系研究科死生学・応用倫理センター上廣講座 特任教授）

	 座　長	 藤本みゆき（‌�那覇市立病院 副院長兼看護部長）
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沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 副院長兼母子センター長
福里　吉充

　2020年初頭から始まった新型コロナウイルス禍の時代は、医療の全ての分野において、従来体制の脆弱性
を浮き彫りにしました。病床逼迫、人材不足、医療機器の不備、新興感染症対策への遅れなど、それまで表
面下にあったあらゆる問題・課題が噴出してきました。これらのほとんどは、おそらく、これまで幾度かは
想定され、しかし、その都度、我々の思考の中から無意識的・意識的に排除されていた問題・課題でもあっ
たように思われます。看護の世界においても、コロナ禍での医療は、看護の原点について考える貴重な機会
ともなりました。
　この混沌とした、従来の方法論が通じない状況にあって、確固とした確実なものは何か、すべての土台は
何かと問い詰めていくと、そこにあるのは、紛れもなく看護師の力でした。看護師の力とは、「24時間、患
者さんの側に寄り添う」という看護の原点を守る力と、同時に、崩壊寸前の医療体制を整え、新しい医療体
制構築に参加していく力でした。看護師の力は、間違いなくコロナ禍を乗り切るゲームチェンジャーとなり
ました。これら看護師の力は、なんどもコロナの波を乗り越える原動力ともなりました。
　2021年12月現在、コロナ禍は、まだ進行形です。おそらく今後も波は何度も押し寄せてくるものと想像
しています。この波を乗り越えていくには、看護師の皆さんの力、看護の原点を見つめ直し、医療体制構築
へ積極的に参加していく力が不可欠であると強く思います。
　今回、分科会では、「未来へ紡ぐ看護の階（きざはし）」をテーマに掲げました。特別講演では、東京大学
大学院人文社会系研究科死生学・応用倫理センター特任教授、会田黛子先生に「2040年を見据えた医療・
ケアー臨床倫理を現場で活かす」をテーマに、ご講演いただきます。また、シンポジスト4名をお招きして
「尊厳ある暮らしを支える －地域の中で看護がつなぐケアのかたち－」というテーマでシンポジウムを行い
ます。
　この講演、シンポジウムが、各々の未来へ向けた新たな目標設定のきっかけとなれば、主催者側としては、
それに勝る喜びはありません。

2．シンポジウム�【2022年11月10日（木）15:00～17:00】
	 テーマ	 「‌�尊厳ある暮らしを支える －地域の中で看護がつなぐケアのかたち－」
	 演　者	 「‌�危機の時代における地域包括ケアの再考」
		  結城美智子（‌�北海道大学大学院保健科学研究院 教授）

	 演　者	 「‌�患者の立場からみた患者と医療との協働のあり方　ACP実現のために住民や医療者
に期待すること」

		  山口　育子（‌�認定NPO法人ささえあい医療人権センターCOML理事長）

	 演　者	 「‌�地域包括ケア時代に必要な看護実践能力の育成」
		  神里みどり（‌�沖縄県立看護大学 学長）

	 演　者	 「‌�島の住民の暮らしと健康を守るための看護実践　―地域と医療の連携を通して―」
		  下地ひかり（‌�沖縄県立北部病院看護師 日本看護系大学協議会ナースプラクティショナー）

	 座　長	 川平　由美（‌�元 沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 副院長）
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臨床医学分科会

テーマ	『‌�DXの推進による自治体病院の未来』

地方独立行政法人 那覇市立病院 理事長 兼 院長
外間　　浩

　令和2年の春先から始まった未曾有の新型コロナ感染症、特に第6波パンデミックは日本のこれまでの
医療のあり方を考えさせられる大きな出来事だったと思います。特に地域医療構想における自治体病院の
あり方を再考しなければならない出来事ではなかったかと思います。沖縄県においては7つの自治体病院
しかありません。沖縄県では県内の自治体病院のみならず急性期病院すべてが協力してこの感染症に立ち
向かっています。患者情報のやりとり、物資のやりとり、各病院の状況などの情報共有に活躍したのが沖
縄県COVID-19感染症情報管理システムOCAS（Okinawa Covid-19 outbreak Assessment System）、
OASIS（Okinawa Ambulance Supporting Information System）、医療機関等情報システムG-MIS
（Gathering Medical Information System）、新型コロナウィルス感染者等情報把握・管理システムHER-
SYS（Health Center Real-time information-sharing System on COVID-19）、そしてLINEなどのSNS
でした。令和3年の奈良での臨床医学分科会のテーマは「AI・IoTの利活用による地域医療の未来」という
ことで菊池英亮先生の緒言の中でも述べられていた「総務省方針にICT基盤の高度化で情報連携をより広
域化し、医療・介護データの利活用を推進する方向性を打ち出している」とのお話がありました。その必要
性がまさに現実化したのが今回のパンデミックで、今回のテーマを選ぶきっかけになりました。ICT基盤の
高度化のためのDigital transformation（以下DX）を今後の地域医療においてどのように活かし、また推
進して行くのかについて二つの特別講演をお願いしました。特別講演Ⅰは琉球大学救急医学講座教授梅村武
寛先生に今回のCOVID-19パンデミックで県のコロナ対策本部の設置をはじめ、医療施設、行政、保健所、
医師会などの各機関、スタッフの連携におけるWeb連携システム構築、運用の状況と第5波の際のような他
県よりの応援も困難な状況における対応の状況を踏まえての課題の提示、今後の新たな大規模災害発生時な
どを想定した、DX推進を含めた改善案などの視点より講演いただければと考えます。
　特別講演Ⅱの九州大学病院メディカルインフォメーションセンター教授中島直樹先生にはDX推進による
地域医療提供の効率化・高度化という視点で、僻地医療や不採算医療を担う同様な自治体病院に情報を発信
できればと考えております。
　この講演をぱいかじ（南風）にのせて全国に地域医療の未来を発信することでより良い地域医療が構築さ
れる機会となれば幸いです。

1．特別講演Ⅰ�【2022年11月11日（金）8:30～10:00】
	 演　題	 「‌�沖縄県COVID-19対策を通して認識したDX推進の重要性」
	 演　者	 梅村　武寛（‌�琉球大学大学院医学研究科 救急医学講座 教授）

	 座　長	 佐々木秀章（‌�沖縄赤十字病院 救急集中治療 部長）

2．特別講演Ⅱ�【2022年11月11日（金）10:00～11:30】
	 演　題	 「‌�地域で進める医療DX、そのあるべき姿と実際」
	 演　者	 中島　直樹（‌�九州大学病院 メディカル・インフォメーションセンター センター長/教授）

	 座　長	 安里　哲好（‌�沖縄県医師会 会長／社会医療法人 かりゆし会 理事長）
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臨床医学分科会（精神科領域）

テーマ	『‌�セクシャリティにおける医療の均てん化に自治体病院は	
どのように貢献できるか？』

おきなわジェンダーセンター センター長
親富祖勝己

　精神科領域の二つの分科会会長としてご挨拶申し上げます。
　臨床医学分科会（精神科領域）では、「おきなわジェンダーセンター（沖縄県立中部病院内）」において連
携する各診療科スタッフが中心となり、「性（セクシャリティ）における医療」と題して性同一性障害や性分
化障害等に関するシンポジウムを開催します。シンポジウムを通して性同一性障害における身体治療の保険
診療が認可された自治体病院として唯一の沖縄県立中部病院の活動も紹介し、精神科以外の診療科に携わる
医療従事者の方にとっても興味深い内容になると思います。

1．シンポジウム�【2022年11月11日（金）8:30～10:10】
	 テーマ	 「‌�性（セクシャリティ）に於ける医療」
	 演　者	 「‌�こころからみたセクシャリティ」
		  親富祖勝己（‌�おきなわジェンダーセンター センター長）

	 演　者	 「‌�内性器からみたセクシャリティ」
		  大畑　尚子（‌�沖縄県立中部病院総合周産期母子医療センター 産科部長）

	 演　者	 「‌�染色体からみたセクシャリティ」
		  金城さおり（‌�沖縄県立中部病院小児科 小児科部長）

	 演　者	 「‌�機能からみたセクシャリティ」
		  川合　志奈（‌�沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 小児泌尿器科 医師）

	 演　者	 「‌�形態からみたセクシャリティ」
		  今泉　　督（‌�沖縄県立中部病院形成外科 部長）

	 座　長	 親富祖勝己（‌�おきなわジェンダーセンター センター長）

		  大畑　尚子（‌�沖縄県立中部病院産婦人科・おきなわジェンダーセンター 産科副部長）
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薬剤分科会

テーマ	『‌�スマート社会における病院薬剤師の未来』

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 院長
和氣　　亨

　近年、病院薬剤師の業務が大きく変革してきました。調剤が中心であった「対物業務」から、薬剤管理指
導等が加わって「対物・対人業務」となり、今や薬剤師は、急激に高度化、多様化する医療の中で、安心・
安全な医療を提供する薬の専門家として、多職種との連携を図り、医薬品の適正使用の処方提案、医薬品の
情報を提供することが重要な職責となっています。
　また、地域包括ケアシステムにおいては「病院完結型」から「地域完結型」医療への転換が求められ、病
院薬剤師には入院患者の薬物治療管理に加えて、退院後の保険薬局と薬薬連携を構築し、患者本位の薬物療
法を薬剤師目線でスマートに情報共有することで、地域における多職種協働への貢献が期待されます。
　スマート社会においては医療のIT化が目覚ましく進展し、業務の効率化、医療従事者の働き方改革、オン
ライン診療等の医療サービス向上に加えて、医療ビックデータの利用が可能となって様々な情報が共有され、
AI（人工知能）により情報の確実性が得られるでしょう。その時、薬剤師に求められるのは、各種情報を正
しく捉え、薬剤師自身の経験と人間力を活かしたより良い医療を患者に提供する方策を考えることだと思い
ます。
　さて、薬剤分科会では、沖縄で活躍しているお二人の先生に、薬剤分科会テーマである「スマート社会に
おける病院薬剤師の未来」について、これからのスマート社会と医療分野における情報活用についての講演
と、地域包括ケアにおける医療・介護・患者のヘルスケア・栄養について、特別講演をしていただきます。
一般演題では、日頃の取り組みの成果を発表していただき、活発な意見交換をして頂きたいと思っておりま
す。多くの皆様のご参加をこころよりお待ちしております。

1．講演Ⅰ�【2022年11月11日（金）8:30～10:00】
	 演　題	 「‌�病院薬剤師のみなさんにもっと踏みこんでほしい！　‌

高齢者の低栄養、サルコペニア、フレイル、コモビディティ」
	 演　者	 吉田　貞夫（‌�ちゅうざん病院リハビリテーション科 ちゅうざん病院 副院長・金城大学 客員教授）

	 座　長	 豊見山直樹（‌�地方独立行政法人 那覇市立病院 副院長）

2．講演Ⅱ�【2022年11月11日（金）10:00～11:30】
	 演　題	 「‌�副作用ケースを見抜くスキルを鍛える」
	 演　者	 徳田　安春（‌�群星沖縄臨床研修センター センター長）

	 座　長	 和氣　　亨（‌�‌沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 院長）
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臨床検査分科会

テーマ	『‌�ゆいまーる（助け合い）の心で地域医療に貢献する臨床検査技師』

沖縄県立八重山病院 副院長
松茂良　力

　第60回全国自治体病院学会臨床検査分科会を、2022年11月10日（木）に、那覇文化芸術劇場なはーと
を会場に開催いたします。新型コロナウィルス感染症禍（以下、コロナ禍と略す）にあって、PCR検査をは
じめとするCOVID19関連検査に臨床検査技師が果たした役割は誠に大きなものがあります。オミクロン株
による第6波では、これまでにない危機的な感染状況となり検査機器や試薬、抗原検査キットなどの不足が
課題となる中、最前線で地域医療に貢献していただいている臨床検査技師の皆様に心から敬意を表します。
　臨床検査分科会のテーマは、『ゆいまーる（助け合い）の心で地域医療に貢献する臨床検査技師』で特別講
演三題を企画いたしました。
　特別講演Ⅰは沖縄県立中部病院検査室八幡照幸先生にコロナ禍第5波の際に他施設に支援に入り
COVID19関連検査について講演・技術指導・結果解釈などリアルゆいまーる実践経験をお話しいただきま
す。
　特別講演Ⅱは済生会横浜市東部病院臨床検査部部長横山一紀先生に臨床検査部における経営戦略をお願い
いたしました。診療報酬改定や社会保障制度改革で全国の自治体病院経営は青色吐息の中、コロナ禍空床保
障を除くと経営実態は悪化を辿っていることと推察されます。臨床検査部がチーム医療へ参加しながら質の
高い医療を提供し、収益増加を目指し地域医療へ貢献していく経営戦略をご講演いただければと考えており
ます。
　特別講演Ⅲは日本臨床衛生検査技師会代表理事副会長丸田秀夫先生にタスクシフト / シェアに関する法改
正の概要と今後の展望についてご教示いただければと考えております。医師の働き方改革のため2024年4月
から医師時間外労働上限規制が適用されることから他医療関係職種へのタスクシフト / シェアが検討され法
改正に至ったものであります。法改正の情報共有だけでなく、地域医療の現場でのタスクシフト / シェア実
践に結びつけられる機会となれば幸いです。
　11月の沖縄は涼しくなり、かりゆしウェアで快適にすごすことができます。
　この機会に是非ともお越しください。心よりお待ちしております。

1．特別講演Ⅰ�【2022年11月10日（木）14:00～15:00】
	 演　題	 「‌�コロナ禍なのでデリバリーレクチャー」
	 演　者	 八幡　照幸（‌�沖縄県立中部病院 主任検査技師）
	 座　長	 仲間　美香（‌�沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 検査科 主任技師）

2．特別講演Ⅱ�【2022年11月10日（木）15:00～16:00】
	 演　題	 「‌�臨床検査部における経営戦略～地域医療への貢献～」
	 演　者	 横山　一紀（‌�済生会横浜市東部病院 臨床検査部 部長）
	 座　長	 多良間　隆（‌�沖縄県立八重山病院 検査科 技師長）

3．特別講演Ⅲ�【2022年11月10日（木）16:00～17:00】
	 演　題	 「‌�タスクシフト/シェアに関する法改正の概要と今後の展望」
	 演　者	 丸田　秀夫（‌�一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 代表理事 副会長）
	 座　長	 金城　光幸（‌�沖縄県立北部病院 検査科 技師長）
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放射線分科会

テーマ	『‌�高度化する放射線診療と地域医療の担い手としての役割』

沖縄県立北部病院 副院長
重盛　康司

　2000年ごろ登場したマルチスライスCTは、放射線診療に革新をもたらしたと言えます。その後コン
ピューター技術の発展は、それまでの心眼で観察していた単純写真の時代から、MPR断面や3D再構成を利
用したよりリアルな観察の時代へと診断の流れを置き換えました。時は流れ2020年ごろから始まった診療
現場へのAI技術の導入•活用は、さらに早いテンポで放射線領域の診療を変えようとしています。現場を担
う皆さんは、情報の氾濫に翻弄されているところかもしれません。一方でこの2年半余り、自治体病院職員
である皆さんは新型コロナ感染症の最前線で、患者を診療し地域医療を支えるために奮闘されていることと
存じます。この新型コロナ感染症の流行によって社会の様々な部分に変化が生じてきていると感じています
が、デジタル化•ネットワーク化が社会のキーワードになっている印象を受けています。
　急激なデジタル化は都市部と地方とで2極分化•格差の拡大をもたらし易い側面があると思われますが、他
方でネットワーク化の進展により情報格差は縮小し、誰でもどこでも情報入手が容易になる時代がすでに来
ていると思われます。AI技術も、現在は黎明期から発達初期の段階ですので難しい技術と感じている皆さん
が多いと思われますが、いわゆる「スマホ」の普及に象徴されるように、多くの機器に導入が試みられなが
らより人に優しい技術として社会に浸透していくと想像しています。
　そんな未来を想像しながら、南風が吹く沖縄で先端技術に触れ、また現場で創意工夫されている皆さんの
叡智を分かち合うことが出来ればと思い、放射線分科会では特別講演に3人の先生方をお招きしました。リ
モート技術の発達した昨今ですが、感染対策を万全にし、多数の皆様のご来場をお待ちしております。

1．特別講演Ⅰ�【2022年11月11日（金）8:30～9:30】
	 演　題	 「‌�診療放射線技師におけるSTAT画像報告」
	 演　者	 加藤　京一（‌�昭和大学大学院 保健医療学研究科 教授）

	 座　長	 安座間泰晴（‌�沖縄県立宮古病院 放射線技術科 主任技師）

2．特別講演Ⅱ�【2022年11月11日（金）9:30～10:30】
	 演　題	 「‌�これからの診療放射線技師に求められること」
	 演　者	 白石　順二（‌�熊本大学大学院 生命科学研究部 教授）

	 座　長	 久場　　匡（‌�沖縄県立中部病院 放射線技術科 主任技師）

3．特別講演Ⅲ�【2022年11月11日（金）10:30～11:30】
	 演　題	 「‌�沖縄県の地域医療における放射線診療の現状、問題点とこれから」
	 演　者	 西江　昭弘（‌�琉球大学大学院 医学研究科 放射線診断治療学講座 教授）

	 座　長	 重盛　康司（沖縄県立北部病院 副院長）
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栄養分科会

テーマ	『‌�自治体病院栄養部門が取り組むSDGs』

沖縄県立宮古病院 院長
岸本　信三

　2年間にわたる新型コロナ感染も終息をみせ、ポストコロナに向けた新たな社会作りが始められようとし
ています。去った2015年国連サミットでは、持続可能な開発目標（SDGs）は、「誰一人取り残さない持続
的な社会の実現を目指す」とあり、様々な分野に於いてその達成に向けた取組みが行われています。SDGs
の目標3では、「全ての人に健康と福祉を」としており、あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保
し、福祉を促進することで、「どんな人間でも差別されることなく、最高水準の健康と適切な保健医療サービ
スを確保できることが目的」としています。
　さて、病院栄養部門はこれまでも、すべての入院患者に病態に応じた食事提供、栄養管理を行ってきまし
た。しかし、近年のグローバル社会において、様々な宗教や文化、生活習慣をもつ入院患者に対して、その
対応に苦慮する事例がでてきています。このSDGsの目標3の概念の理解と実践を栄養部門からとらえてい
く必要性を感じています。
　今回「自治体病院栄養部門が取り組むSDGs」をテーマとして、その基調講演に公益社団法人日本栄養士
会代表理事会長の中村 丁次先生に「SDGsと栄養（仮）」を、特別講演Iの笠岡 誠一先生に「ハラールの歴
史・文化的背景（仮）」を、特別講演IIに河野 公子先生の「宗教や主義に対応した食事提供の実践（仮）」を
ご講演いただくこととなっております。
　また、ポスターセッションには、多くの方の発表もお待ちしています。
　地域を越えた一人一人に配慮した食事提供と栄養管理の知識の習得と技術の研鑽は必須であり、この分科
会がその一助となることを願っております。

1．基調講演�【2022年11月10日（木）14:00～15:00】
	 演　題	 「‌�SDGsと栄養（仮）」
	 演　者	 中村　丁次（‌�公立大学法人神奈川県立保健福祉大学 学長）

	 座　長	 岸本　信三（‌�沖縄県立宮古病院 院長）

2．特別講演Ⅰ�【2022年11月10日（木）15:00～16:00】
	 演　題	 「‌�ハラールの歴史・文化的背景（仮）」
	 演　者	 笠岡　誠一（‌�文教大学 健康栄養学部 管理栄養学科 教授）

	 座　長	 新垣　慶子（‌�沖縄大学 健康栄養学部 管理栄養学科 准教授）

3．特別講演Ⅱ�【2022年11月10日（木）16:00～17:00】
	 演　題	 「‌�宗教や主義に対応した食事提供の実践（仮）」
	 演　者	 河野　公子（‌�淑徳大学 看護栄養学部栄養学科 教授）

	 座　長	 下地　恵美（‌�沖縄県立中部病院 栄養管理室 室長）
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リハビリテーション分科会

テーマ	『‌�ニライカナイから夢を乗せて　新しいリハビリテ－ションを創る』

沖縄県立宮古病院 前院長
本永　英治

　全国の自治体病院に勤務する皆様、年中温かい沖縄での学会へ是非とも足を運んで頂き、未来溢れるテー
マ、「ニライカナイから夢を乗せて　新しいリハビリテ－ションを創る」に同期する演題発表、そして準備し
た3つの講演から多くを学び、新しい知と心温かい沖縄の文化のお土産を其々の故郷に持ち帰り、其々の故
郷の医療、そしてリハビリテ－ション医療を発展させていきましょう。
　コロナ禍の中で1年遅れて開催される第60回全国自治体病院沖縄大会は、2022年11月10日・11日に開
催されます。常夏の島・沖縄にもこの時期になるとミーニシ（新北風）と呼ばれる涼しい秋風が吹くように
なり大変過ごしやすい時節となっております。
　美しい自然と独特の歴史的発展してきた琉球文化を有する沖縄での自治体病院学会、そしてリハビリテ－
ション分科会への参加は、琉球の風土や文化にも触れ参加者の心を豊かにし和ませてくれることでしょう。
そして県民皆で助け合ってきた沖縄の歴史文化に触れ、沖縄という地域が大小の島々で成り立っていること
を認識されることでしょう。
　沖縄県の医療は、戦後のどん底から立ち上がり発展してきた独自の歴史を有しています。それは沖縄本島、
宮古群島、八重山群島、そしてその周囲にある多くの島々まで、また1年365日24時間安心安全な体制で医
療を受けられるように施設を整え人員を配置し、そこに生活する住民が進歩し発展した適切な医療を受けら
れるよう取り組んできた歴史でもあります。
　沖縄県自治体病院リハビリ分科会一同は、リハビリテ－ション医療は沖縄県離島の隅々まで、そこに生活
する住民に医療の提供が行き渡ること、そしてその内容は最新の医療知識と技術を駆使し、多様性を持つ個
人の社会活動、そして社会参加を積極的に促すことが可能となる高品質のものでないといけないと自覚して
います。
　「ニライカナイから夢を乗せて　新しいリハビリテ－ションを創る」のテ－マは、人間は各々ひとつの命
（いのち）として誕生し、それぞれの地域社会で、成長、発達、病気（やまい）、老化を経験する中で、自己
の可塑性を探り、激しい地球環境・人間社会に適応しながら、新しいニライカナイ（夢や希望）を創造し逞
しく生きていけることを意味しています。
　各々のニライカナイを実現させていきましょう！

1．特別講演Ⅰ�【2022年11月11日（金）8:30～9:30】
	 演　題	 「‌�宇宙リハビリテーションを創造する」
	 演　者	 増澤　　諒（‌�株式会社いずみ 理学療法士）

	 座　長	 本永　英治（‌�沖縄県立宮古病院 前院長）

2．特別講演Ⅱ�【2022年11月11日（金）9:30～10:30】
	 演　題	 「‌�研究からのビジネス展開~BodySharingの場合~」
	 演　者	 玉城　絵美（‌�H2L, Inc. CEO, 琉球大学 工学部 教授）

	 座　長	 安里　　隆（‌�沖縄県立南部医療センター・こども医療センター リハビリテーション科 部長）

3．特別講演Ⅲ�【2022年11月11日（金）10:30～11:30】
	 演　題	 「‌�嚥下障害のリハビリテーション」
	 演　者	 藤島　一郎（‌�浜松リハビリテーション病院 院長）

	 座　長	 豊見山直樹（‌�地方独立行政法人 那覇市立病院 副院長）
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臨床工学分科会

テーマ	『‌�臨床工学技士　～変化する医療体制を担う～』

沖縄県立北部病院 院長
久貝　忠男

　新型コロナウイルス感染症は流行開始から約2年間近く続きました。日本は危機的な2021年8月の「第5波」を経
験するも、原因がはっきりしないまま新規感染者や重症患者が劇的に減少し、12月現在、「小康状態」にあります。
　「第5波」は一日当たりの感染者数が過去最多となる中で、入院できずに自宅で命を落とすケースが相次ぎ、新型
コロナ以外の一般医療が制限されるなど「医療崩壊」ともいえる状況に陥りました。入院ベッドが不足し通常医療を
制限する医療機関も出て、治療に使う人工呼吸器やECMOが不足し、どの患者に使うか、使わないかという倫理的
なトリアージの問題に直面する場面も生まれました。臨床工学技士（以下、CE）はその操作のエキスパートとして、
なくてならない存在となり、一躍脚光を浴びましたが、病院の立地や規模に応じて役割は千差万別であったと推察さ
れます。そこで“100年の1度の災害”の感染症でCEがそれぞれの立場でどのような役割を担ったか？　次世代のレ
ガシーとして残すために分科会テーマを「臨床工学技士～変化する医療体制を担う～」とし、シンポジウムでは「離
島・へき地から都市部の中核病院における新型コロナ感染症に対する各施設の対応」を発表してもらうことになりま
した。コロナ禍でのCEの働きを検証するにはとても時宜を得たもので、有意義と思われます。
　一方で、2024年の医師の働き方改革に向け、CEの業務範囲が広がり、特に、手術室での輸液ポンプの接続や薬剤
投与など、麻酔アシスタントとしての貢献度が期待されています。
　コロナ禍、日本では感染症対策の土台であるリスクコミュニケーションの脆さや医療機関の連携の不備、デジタル
化への取り組みの遅れも明らかになりました。その教訓をもとに「第6波」に向け、病床機能の分化、病院間の連携
強化や集約化が必要で、病院のみで完結、地域の医療機関が役割分担して、「地域完結型」で対策しなければなりま
せん。地域医療構想の策定し、ともに生きるために「病院から地域へ」、「地域包括ケアシステム」を構築する必要が
あります。
　持続可能な医療と介護の連携の中で、新たなCE像を作り出し、本分科会から未来へ発信して行きたいと考えます。

1．特別講演�【2022年11月10日（木）14:00～15:20】
	 演　題	 「‌�地域医療へのさらなる貢献！　～臨床工学技士へのタスク・シフト／シェア～」
	 演　者	 青木　郁香（‌�公益社団法人 日本臨床工学技士会 専務理事）
	 座　長	 菊池　雄一（‌�岩手県立中央病院 臨床工学技術科 臨床工学技師長）

2．シンポジウム�【2022年11月10日（木）15:20～17:00】
	 テーマ	 「‌�新型コロナ感染症に対する各施設の対応」
	 演　者	 「‌�離島医療における臨床工学技士の役割」
		  又吉　妙子（‌�沖縄県立八重山病院 臨床工学技士長）
	 演　者	 「‌�沖縄県唯一こども病院を有する施設での臨床工学技士の役割」
		  玉城　　智（‌�沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 臨床工学科技士長）
	 演　者	 「‌�大都市公立病院におけるCOVID-19対応の検証と教訓」
		  相嶋　一登（‌�横浜市立市民病院 臨床工学部 医療機器担当係長）
	 演　者	 「‌�新型コロナウイルス感染症に対応した臨床工学部門の運営」
		  野沢　義則（‌�八戸市立市民病院 医療技術局 医療技術局長兼臨床工学科技士長）
	 演　者	 「‌�宮崎県北部地区における中核病院での役割と対応」
		  中西　清隆（‌�宮崎県立延岡病院 臨床工学科 主任）
	 座　長	 佐野	 貴広（‌�地方独立行政法人 那覇市立病院 ME室長）
		  神戸	 光司（‌�中部大学 客員教授）
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経営・管理分科会

テーマ	『‌�ポストコロナにおける自治体病院の経営のあり方』

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 副院長
與那覇博康

　沖縄県立南部医療センター・こども医療センター副院長の與那覇と申します。
　この度、沖縄県立八重山病院の篠﨑院長より第60回全国自治体病院学会の経営・管理分科会の責任者を拝命しました。
　テーマは「ポストコロナにおける自治体病院の経営のあり方」です。このテーマは今年も散々論じられてはいますが、ま
だ来年もテーマとしては議論が続いていると思います。
　経営形態によっていろいろ変わる部分はありますが、コロナに関していえば、実は一時的な診療報酬上の特別な対応のた
め特定集中治療加算×3倍や救急医療管理加算×3倍（場合によっては5倍）になっているし、重点医療機関においては空
床補償のための補助金もおりるし、人工呼吸器などの医療器機もたくさん購入でき、なかば「コロナ長者」のような状態が
続いていますが、こういうものを除いて考えると医業収益は3割～4割は減になっています。（ひどいところは5割減とも聞
いています。）
　このような中でポストコロナに向けての経営戦略とはどういうものかというディスカッションができればと思います。今
回は病院経営というところにスポットをあてていますが、今後の自治体病院のあり方（医療機能をどう考えるか）やBCP
（コロナのようなパンデミックのときにどういう医療体制を重点的に残すか）の考え方と密接にリンクすると思いますし、そ
れらを（医療機能→経営）通常状態に戻していくにはどうするか？次にこのような感染症のパンデミックが来たときに向け
て病院としてどういうところに体力をつけていけば経営的に破綻しない病院になれるか？というころです。
　もはやコロナ以前には戻れないと言われる中で、今回のパンデミックは地域医療構想や地域医療計画にも大きな影響を与
えているし、これまでの考えを修正しなければいけない部分がいくつかでてきています。
　そういう中で自治体病院はどこに向かっていくかということです。
　公立病院改革で病院の統廃合がいろいろあがりましたが、今回逆に統廃合されていないからクラスターによる病棟閉鎖、
救急患者の受け入れ停止などがあって一つの病院がダウンしてもそれと同等の機能の病院が複数あることで医療崩壊が免れ
ていることを実感しています。
　また後方支援の病院も回復期のリハビリ専門の病院を残してその他の病院を整理する方向性だったのが、今回コロナの急
性期の治療は済んだが、在宅にも施設にも戻れない患者が多数いてそれを受け取る中小規模の療養型のベッドを有する病院
にどれだけ助けられたか。
　これらを踏まえて良いディスカッションができればと思います。
　さらには、全国自治体病院協議会の医療の質の評価・公表等推進事業では「医療の質と病院マネジメント」をテーマにシ
ンポジウムを行います。

1．シンポジウム�【2022年11月10日（木）14:00～15:30】
	 テーマ	 「‌�ポストコロナにおける経営対策の取組並びに実践」
	 演　者	 「‌�ポストコロナにおける自治体病院の経営のあり方‌

～持続可能な医療機能提供体制の確保をめざして～」
		  望月　　泉（‌�全国自治体病院協議会 副会長／八幡平市病院事業管理者兼八幡平市立病院 統括院長）
	コメンテーター	 伊関　友伸（‌�城西大学 経営学部マネジメント総合学科 教授）
	コメンテーター	 日高　武英（‌�公立邑智病院 副院長（兼）事務部長、企画調整課長事務取扱）
	コメンテーター	 谷口　健次（‌�小牧市民病院 院長）
	 座　長	 和氣　　亨（沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 院長）
		  與那覇博康（沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 副院長）

2．医療の質の評価・公表等推進事業シンポジウム�【2022年11月10日（木）15:30～17:00】
	 テーマ	 「‌�医療の質と病院マネジメント」
	 演　者	 「‌�医療の質から考える健全経営」
		  小阪　真二（‌�島根県立中央病院 病院長）
	 演　者	 「‌�統合することで成し得たこと、将来なし得るだろうこと」
		  宮地　正彦（掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター 企業長兼院長）
	 演　者	 「‌�精神科病院における臨床指標（仮）」
		  北村　　立（‌�石川県立こころの病院 院長）
	 座　長	 窪地　　淳（さいたま市立病院 名誉院長兼経営戦略特命参与、臨床指標評価検討委員会 委員長）
		  長尾眞理子（埼玉県立精神医療センター 病院長、臨床指標評価検討委員会 副委員長）

経
営
・
管
理
分
科
会



第60回全国自治体病院学会 21

地域医療・連携・福祉分科会

テーマ	『‌�「地域医療のこれから」～過去をふり返り、未来へ繋ぐ・結ぶ・開く～』

‌沖縄県立中部病院 院長
玉城　和光

　2021年の夏を襲った新型コロナウィルス感染症（以下、コロナという）第5波。沖縄県では最流行時、人
口10万人当たりの新規感染者数は2位の東京を大きく引き離しての1位、しかも世界最悪という状況でした。
　医療フェーズが急激に上がっていく中で、急性期病院（特に重点医療機関）はコロナ病床を確保すべく、
地域の後方病院や施設に患者を紹介する作業を急ピッチで進める必要に迫られました。この時、後方病院が
自ら動き、月曜日から金曜日まで担当病院を割り当て、そこで各急性期病院からの転院依頼を受けて調整す
る作業を引き受けてくれたのです。この“連携室の連携”により、転院にかかる時間は大幅に短縮され、より
多くのコロナ患者をスムーズに受け入れることができました。
　悪い事は重なるもので、高齢者施設でのクラスター多発が追い打ちをかけてきました。この時、急性期病
院の有志達が立ち上がり、24時間体制で当番を組み、陽性者が確認されれば速やかに施設へ赴き、ゾーニン
グや職員と入所者全員のPCR検査、それと並行して感染対策の指導も行いました。さらに早期の治療介入を
施行しながら搬送の判断やcodeを含めた家族への説明等も行いました。もちろん、施設職員からの相談対応
等のバックアップも24時間体制で行いました。これにより急性期病院への転院を大幅に抑えることができま
した。全国各地でこのような形は違えども本質は同じ連携が行われたと思います。コロナ禍にあったからこ
そ様々な工夫がなされ、“連携の本来あるべき姿”がより明確になったと考えています。
　今回の特別講演では、ひなた在宅クリニック山王院長の田代和馬先生をお招きして、“当院で対応した新型
コロナウイルス感染症の総括”と題したご講演を賜ります。シンポジウムでは、“地域における新型コロナウ
イルス感染症対策～クラスター発生高齢者施設の実例から学ぶこと～ ”と題して、クラスター対策に奔走され
た方々をお招きして、現場での具体的な動きを報告してもらい、施設への支援と連携のあり方について議論
を深めたいと思います。沖縄県立武道館では、一般演題がポスターセッション形式で行われます。この分科
会を、“連携の本来あるべき姿”を多くの方々と共有し、確認する場にしていきたいと考えています。

1．特別講演�【2022年11月11日（金）8:30～10:00】
	 演　題	 「‌�当院で対応した新型コロナウイルス感染症の総括」
	 演　者	 田代　和馬（‌�ひなた在宅クリニック山王 院長）
	 座　長	 玉城　和光（‌�沖縄県立中部病院 院長）

2．シンポジウム�【2022年11月11日（金）10:00～11:30】
	 テーマ	 「‌�地域における新型コロナウイルス感染症対策　‌

〜クラスター発生高齢者施設の実例から学ぶこと〜」
	 演　者	 「‌�「弱い者いじめウイルス」との戦い‌

～高齢者・障害者施設におけるクラスター対策の経験～」
		  本村　和久（‌�元 沖縄県立中部病院 総合診療科 部長）
	 演　者	 「‌�明日（未来）がみえた繋がり～2施設同時クラスター　48日間の戦い～」
		  香村　真範（‌�住宅型有料老人ホームとぅもも管理者）
	 演　者	 「‌�クラスター支援における災害救護のノウハウを活かしたロジの活動」
		  井上　稔之（‌�日本赤十字社沖縄県支部 事業推進課 主事）
	 演　者	 「‌�新型コロナウイルス　高齢者施設でのクラスター対策支援で学んだこと‌

～看護師の立場から～」
		  新垣　　泉（‌�沖縄県立中部病院 感染管理認定看護師）
	 座　長	 玉城　和光（‌�沖縄県立中部病院 院長）
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地域医療・連携・福祉分科会（精神科領域）

テーマ	『‌�地域医療として精神科病院と総合病院の連携深化』

おきなわジェンダーセンター センター長
親富祖勝己

　地域医療・連携・福祉分科会（精神科領域）では、「精神科病院と総合病院の地域連携室」と題し、連携室
機能の相違をめぐって双方の理解が深まるシンポジウムを計画しています。
　診療科と職種の枠を超えて精神科領域の2つのシンポジウムに多くの方が参加できるようお待ちしていま
す。

1．シンポジウム�【2022年11月11日（金）10:10～11:30】
	 テーマ	 「‌�精神科病院と総合病院の地域連携室」
	 演　者	 「‌�離島県の精神科病院における連携室機能～連携と自己完結の狭間で～」
		  仲程ひろみ（‌�沖縄県立精和病院地域連携室 室長（看護師長））

	 演　者	 「‌�離島県の総合病院における連携室機能～連携と自己完結の狭間で～」
		  仲田　朝子（‌�沖縄県立南部医療センター・こども医療センター地域連携室 室長（看護師長））

	 演　者	 「‌�文化の違いを認めあう対話と取り組み　～精神科病院から～」
		  黒岡　真澄（‌�岡山県精神科医療センター 地域連携班 班長）

	 演　者	 「‌�文化の違いを認めあう対話と取り組み　～総合病院から～」
		  兒子　愛子（‌�岡山市立市民病院 入退院管理支援センター 地域医療支援課 課長）

	 指定討論者	 野中　芙美（‌�沖縄県立宮古病院 地域連携室 精神保健福祉士）

	 座　長	 飯田　淳史（‌�沖縄県立精和病院 副院長）
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1．総会特別講演Ⅰ（県民公開講座）�【2022年11月11日（金）12:30～13:10】
	 演　題	 「‌�‌沖縄の特有性と看護」
	 演　者	 大嶺千枝子（‌�‌沖縄県看護協会）

	 座　長	 前田　純子（‌�‌沖縄県立中部病院 副院長）

沖縄県看護協会
大嶺千枝子

　沖縄は時代に翻弄された複雑な歴史と共に多様な文化があり、地理的には亜熱帯に属し美しい自然環境に
恵まれている。
　太平洋戦争後の72年間は、米国の施政権下に置かれ、医療は米軍政府や米民政府の布令等に基づいたが、
広大な海域に点在する島々の住民の健康を守るため、脆弱な医療保健行政を補完する様々な政策がありまし
た。
　沖縄の看護は「保助看法」の適用が及ばず看護布令により独自の看護制度を確立した。看護教育は大学と
提携して保助看法より高いレベルの教育を行った。現職者育成は米軍病院研修や多様な海外研修、リーダー
育成は琉大委託制度を活用し、質の高い看護提供に努めると共に看護職者の社会的地位を高めてきた。
　看護リハは、本土より20年以上も早く県内病院に浸透しました。制度化は実現しなかったが、麻酔看護婦
養成を試みる等、革新的な試みもありました。
　地域看護に関しては、保健師の地域駐在制度により1951年から無保健師地域は有りません。島嶼と相
まって脆弱な医療行政を補完した駐在制は、質の高い保健師活動の普遍化で46年間、無医地区住民の健康を
見守ってきました。
　健康は平和と安全を達成する基礎（WHO憲章前文）と言われる。地球上の健康格差が続く中、看護は世
界へ貢献できる魅力的な職業です。皆様のご活躍を祈念して。

2．総会特別講演Ⅱ（県民公開講座）�【2022年11月11日（金）13:10～14:00】
	 演　題	 「‌�‌働く場所に国境は無い　離島の医療と紛争地の医療」
	 演　者	 滝上　隆一（‌�‌沖縄県立八重山病院 外科医長／国境なき医師団 外科医）

	 座　長	 上原　真人（‌�‌沖縄県立八重山病院 麻酔科部長）

沖縄県立八重山病院 外科医長／国境なき医師団 外科医
滝上　隆一

　自治体病院の1つの使命として、地域に必要な医療を、公正・公平に提供し、住民の生命と健康を守るこ
とが挙げられます。この考えは、私が所属する、民間で非営利の国際医療・人道援助団体である、国境なき
医師団（MEDECINS SANS FRONTIERES : MSF）の理念と一致します。
　MSFは、1971年に設立以来50年以上にわたり、紛争や自然災害、貧困などにより危機に瀕した人びと
に、独立・中立・公平な立場で緊急医療援助を届けてきました。
　私は2016年にMSFに所属してから、イエメンやイラクなど8つのプロジェクトに参加しています（2022
年2月現在）。
　沖縄県石垣島という、離島の医療に従事しながら、海外のプロジェクトに参加するという働き方は、一般
的な勤務医からは特異な目で映ると思いますし、プロジェクトに参加中は石垣島を離れることになるので、
自治体病院の使命に矛盾するように思えるかもしれません。
　しかし、そこに住む人々の生命と健康を守るという点で違いはありません。医療者としての純粋な「患者
さんに笑顔を取り戻して欲しい」、という気持ちに国境があっていいのでしょうか？
　今回の講演では、MSFの活動を紹介しながら、自分の離島医療への向き合い方、そこにある問題点も提示
しつつ、1つの「働き方の形」をお話しさせていただきます。
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3．総会特別講演Ⅲ（県民公開講座）�【2022年11月11日（金）14:00～15:30】
	 演　題	 「‌�感動舞台でヌチグスイ（命の薬）～文化で拓く人と地域と未来の力～」
	 演　者	 平田　大一（‌�‌南島詩人、演出家、沖縄文化芸術振興アドバイザー）

	スペシャルアトラクション	「ダイナミック琉球～沖縄からの風～」
	 出演者	 チーム現代版組踊「鬼鷲」
	 座　長	 篠﨑　裕子（‌�‌沖縄県立八重山病院 院長）

‌‌南島詩人、演出家、沖縄文化芸術振興アドバイザー
平田　大一

　「ヌチグスイ」とは感動した際などに発せられる沖縄の言葉で「命の薬」と訳します。今回は沖縄から世界
へ、常に沖縄文化のトップランナーとして活動を展開する、演出家で南島詩人の「平田大一」らしい歌や演
奏も交えた「ヌチグスイ！」感動講話をお届けいたします。
　地域の偉人や歴史的な人物をテーマに舞台化された「現代版組踊」は沖縄版ミュージカルとも称され、問
題行動の多かった子ども達が変容を遂げた「奇跡の舞台」とも呼ばれています。2000年の初演から22年が
経過した現在はその流れを汲んだ「現代版組踊シリーズ」が県内外へと拡大、北海道から八重山まで全国17
の地域へ発展し、次世代をフォーカスした地域活性化の先進的事例として各界からも注目を集めています。
　一方で「KBG84（小浜島ばあちゃん合唱団）」で知られる高齢者が主役の島おこしの立ち上げにも尽力、
近年は嘉手納シニア・ヒップホップダンスクルーのプロデュースに加え、障がい者自らが企画、運営する音
楽イベント「愛音楽（あねら）音楽祭」のサポートなど、文化を軸にあらゆる分野との協働に積極的に参画
する沖縄文化芸術の牽引役としても活動しております。
　当日は、感動舞台にまつわるエピソードや取り組みの実践事例を一挙大公開、特別プログラムとして、平
田が演出を手掛け全県の子ども達が参加する「現代版組踊チーム鬼鷲（うにわし）」メンバーと平田の競演に
よるスペシャルアトラクションも予定しております。笑いと涙と感動の講演内容と合わせ、ダイナミックで
躍動感溢れる演目にも是非、ご期待ください。

【現代版組踊チーム鬼鷲とは】講師の平田大一が脚本、総合演出を手掛け全県の中学生や高校生が参加する舞
台活動です。上演時間は約2時間、初演は2008年、本編タイトルは「現代版組踊 鬼鷲～琉球王尚巴志伝」。
三山時代の琉球を統一し首里城遷都、築城を行った琉球王国建設の父「尚巴志王」の立身出世を、歌舞音曲
に乗せて舞い踊り、演じる本格的な歴史劇です。最近では小学生や児童養護施設入所児、障がいを持ったあ
らゆる環境の子ども達に感動体験の場を提供する取り組みとしても注目を集め「沖縄子どもの未来県民会議」
などとも連携するなど、幅広い層から絶大な支持を得ています。当日は舞台主題歌「鬼鷲（うにわし）」ラス
トを飾る「ダイナミック琉球」の2曲を抜粋し、披露いたします。
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学会参加登録

1. 事前参加登録受付期間 2022年4月20日（水）～9月12日（月）正午

2. 学会参加費
（1）①一般　12,000円（当日参加費は13,000円）
	 ・プログラム・抄録集代を含みます。
	 ※‌�感染対策のため、当日受付は1箇所（那覇文化芸術劇場なはーと）のみ設置いたします。できるだけ事前…

参加登録をお願いいたします。

	 ②学生（大学、看護・医療系専門学校の学生及び初期研修医）　無料・当日登録のみ
	 ・プログラム・抄録集が必要な方は、学会当日会場にて2,000円で販売いたします。

（2）交流会参加費　5,000円
	 日　　時：1日目　2022年11月10日（木）　18：00～20：00（予定）
	 会　　場：ホテルコレクティブ　2階　宴会場
	 　　　　　〒900-0014　沖縄県那覇市松尾2-5-7　TEL：098-860-8366
	 ※定員により申し込みを締め切らせていただく場合がございますので予めご了承ください。（定員：400名）
	 ※交流会参加証をお持ちでない方は、会場にお入りいただけません。

3. 参加申込方法・区分
事前参加登録は、インターネットにてオンライン登録をお願いいたします。

申し込みURL　https://www.c-linkage.co.jp/60jmha/
本システムをご利用の方は、以下のブラウザをご利用ください。
Microsoft Internet Explorer 11 以降（Windows）
Safari 11 以降（Macintosh）
Google Chrome 70 以降（Windows, Macintosh）
Mozilla Firefox 63 以降（Windows, Macintosh）
※JavaScriptを許可するように設定してください。
・‌�締切当日はアクセスが集中し、登録に支障をきたすことが考えられますので、余裕を持ってご登録ください。
・‌�応募者自身が間違えて入力した内容につきましては、事務局では一切責任を負いません。…
登録ボタンを押す前に、必ず内容に間違いがないかどうかをご確認ください。

【参加申込区分】
参加種別 申込方法 支払方法 事前送付物 当日会場での受付

事前登録 オンライン 銀行振込 参加証・領収証、
プログラム・抄録集等 不要

当日登録 那覇文化芸術劇場なはーと 現金のみ なし
申込書記入、参加費納入、

参加証・領収証発行、
プログラム・抄録集等受取

	 ※学生の方の申し込み方法は、当日登録のみとなります。
	 　プログラム・抄録集が必要な方は、学会当日会場にて2,000円で販売いたします。
	 ※本学会ではランチョンセミナーの事前申し込みは承っておりません。詳しくはP.27をご参照ください。
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学会参加登録

【団体登録について】
	 ・‌�同一病院・施設内の複数名分の学会参加・交流会のお申し込みを、まとめて登録することができます。…

団体登録は30名分まで登録可能です。
	 ・‌�団体登録は、登録者の中から1名代表者（連絡担当者）を決定して代表者の方が登録をしてください。…

ご参加されない方を代表者（連絡担当者）にすることはできませんのでご注意ください。代表者（連絡担
当者）を通じて一括登録、一括入金、ネームカード・抄録集等の一括発送をさせていただきます。

	 ・‌�団体登録の各個人宛への個別送付は対応いたしかねますのでご了承ください。個別に発送をご希望される
場合は、個人登録をご利用ください。

	 ・‌�団体・個人での二重登録には十分ご注意ください。

4. 参加分科会区分
お申し込みの際には、参加を予定する分科会名を以下より1つご選択ください。
※該当する分科会が複数ある場合も、以下より1つご選択ください。

Ａ：看護・看護教育分科会	 Ｂ：臨床医学分科会	 Ｃ：薬剤分科会
Ｄ：臨床検査分科会	 Ｅ：放射線分科会	 Ｆ：栄養分科会
Ｇ：リハビリテーション分科会	 Ｈ：臨床工学分科会	 Ｉ：経営・管理分科会
Ｊ：地域医療・連携・福祉分科会

5. お申し込みの流れ

【事前参加登録】
（1）本学会ホームページの「参加登録」から画面の案内に従ってご登録ください。
（2）‌�事前参加登録完了後、E-mailがご登録のメールアドレスに配信されます。24時間経過しても届かない場合は、

登録が完了していない可能性がございますので、運営事務局（P.27）までご連絡ください。
（3）申込内容変更・取消について
	 登録内容の変更・取消をご希望される方は、E-mailにて運営事務局（P.27）までご連絡ください。
（4）お支払方法
	 銀行振込のみ
	 振込期限：2022年9月20日（火）
	� ご登録は、ご入金の確認をもって完了となります。振込期限までにご入金が確認できない場合は、…

事前参加登録が取消となり、当日登録をしていただくこととなりますので、ご注意ください。
	 お振込口座は、下記2箇所に記載されております。
	 1．オンライン参加登録手続きの画面
	 2．オンライン参加登録完了後、自動的に配信されるE-mail
	 ※振込手数料は参加登録者負担でお願いいたします。
	 ※�お振り込みの際には参加登録の受付№と参加登録者氏名（例：0001沖縄太郎）を振込依頼人欄にご入力…

ください。参加登録者以外の振込人名義でお振り込みされますと、確認ができずに料金未納の扱いとなる
場合がございます。

	 ※お振り込みはご登録後なるべくお早めにお願いいたします。
（5）送付物
	� 事前参加登録をされた方には、入金確認後、10月下旬（予定）に申込者（代表者）宛に以下の物をご送付い

たします。
	 ・学会参加証	 ・交流会参加証（※お申し込みいただいた方のみ）
	 ・プログラム・抄録集	 ・ランチョンセミナー引換券
	 ・領収証（※発行は全て個別となります）
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【当日参加登録】
那覇文化芸術劇場なはーと1階受付前に設置しております申込書に予め必要事項をご記入の上、受付にてお手続き
ください。
参加費のお支払いは、現金のみにて受け付けております。

6. 取消料について
お申し込み後、止むを得ずご参加を取り消しされる場合には、下記の取消料を申し受けます。
なお、変更・取消をご希望される方は、E-mailにて下記運営事務局までご連絡ください。
※お電話およびFAXでの変更・取消は、受付をいたしませんので、ご注意ください。

取消期間 学会参加費 交流会参加費 備考
2022年9月12日まで 取消料なし 取消料なし プログラム・抄録集等は送付しません
2022年9月13日以降 参加費全額 参加費全額 プログラム・抄録集等は送付します

7. ランチョンセミナーについて
本学会では、ランチョンセミナー（昼食付）を企画しております。参加される場合には参加券が必要となります。
ランチョンセミナーの参加券は、下記の要領にて配布いたします（参加券は参加証に添付されている引換券との交
換になります）。数に限りがございますので、お早めにご来場ください。

■配布場所：那覇文化芸術劇場なはーと　1階ロビー（予定）
■配布日時：11月10日（木）　8：00～11：00（予定）※規定枚数に達し次第、終了
　　　　　　11月11日（金）　8：00～11：00（予定）※規定枚数に達し次第、終了
※会場には参加券をお持ちの方から優先的にご入場いただけます。
※参加券は、ランチョンセミナー開始後に無効とさせていただきます。

8. 託児所について
本学会では託児所のご用意はございません。

9. お問い合わせ先
運営事務局：株式会社コンベンションリンケージ
〒901-2227　沖縄県宜野湾市宇地泊281-2
TEL：050-3460-3097　FAX：098-898-2202
E-mail：jmha60@c-linkage.co.jp
＜お問い合わせ受付時間＞月曜~金曜（祝祭日除く）9：30～17：30
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演題発表申し込み

一般演題（ポスターセッション）を公募いたします。 
多数の皆様の申し込みをお待ちしております。

演題募集期間 2022年4月20日（水）～6月27日（月）正午

1. 発表形式
ポスター発表（発表5分、質疑応答2分）
本学会では、一般演題はすべて「紙ポスター」での発表となります。
会場では、紙ポスターを閲覧用として掲示していただき、発表、質疑応答を行います。
従来の「デジタルポスター」での発表は行いません。
※詳しくは、本学会ホームページをご参照ください。

2. 演題発表申し込み方法
・‌�演題発表申し込みはすべてUMINオンライン演題登録にて受け付けます。…
登録された演題は、演題発表申し込み締切日までオンライン上で修正、削除することができます。

　申し込みURL　https://www.c-linkage.co.jp/60jmha/
【注意事項】
・‌�演題発表申し込みをされる方は、必ず事前参加登録申し込みをしてください。
・‌�締切当日はアクセスが集中し、登録に支障をきたすことが考えられますので、余裕を持って…
ご登録ください。

・‌�応募者自身が間違えて入力した内容につきましては、事務局では一切責任を負いません。…
登録ボタンを押す前に、内容に間違いがないかをご確認ください。

・‌�演題の採択、および発表分科会等の決定は学会長に一任願います。…
ご希望に沿えない場合もございますが、ご了承ください。

※ご利用可能なブラウザとバージョン：
・Firefox　最新バージョンを推奨
・Google Chrome　最新バージョンを推奨
・Internet Explorer　最新バージョンを推奨
・Microsoft Edge　最新バージョンを推奨
・Safari　最新バージョンを推奨



演
題
発
表
申
し
込
み

第60回全国自治体病院学会 29

3. 演題発表申し込みから発表当日までの流れ
　※ポスターセッションについては、P.32にも記載しておりますので、ご参照ください。
　※最新情報は、本学会ホームページに掲載いたします。

事前参加登録
・‌�演題発表申し込みをされる方は、必ず事前参加…
登録申し込みをしてください。

6月27日（月）
正午まで

演題発表申し込み・	
抄録入稿 

・‌�作成要領は、P.30の「抄録原稿作成要領」をご参照
ください。

・‌�演題（抄録）の確認・修正・削除は、演題申し込み
締切日までオンライン上で行うことが可能です。

8月上旬以降
演題採択・	
発表日時通知

・‌�演題の採択・発表日時は、8月上旬以降にE-mail
にてご連絡します。

学会当日 閲覧用　紙ポスター掲示
・‌�あらかじめ指示された時間内に、指定された番号の
パネルにご自身でポスターの貼付を行ってくださ
い。紙ポスターの詳細はP.33をご参照ください。
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演題発表申し込み

4. 抄録原稿作成要領
（1）‌�発表希望分科会…

発表希望分科会を以下から選択してください。

A：看護・看護教育分科会
A-1 急性期看護 A-2 慢性期看護 A-3 外来看護
A-4 認知症看護 A-5 在宅看護 A-6 救急看護
A-7 災害看護 A-8 精神看護 A-9 小児看護
A-10 母性看護 A-11 がん看護 A-12 看護倫理
A-13 看護管理・情報管理 A-14 看護教育 A-15 看護業務改善
A-16 感染管理 A-17 医療安全 A-18 チーム医療
A-19 その他

B：臨床医学分科会
B-1 自由演題 B-2 専門医制度 B-3 医師の働き方改革
B-4 医療安全・医療の質 B-5 医療連携 B-6 災害時医療

C：薬剤分科会
C-1 医薬品調整 C-2 医薬品管理 C-3 医薬品情報
C-4 医療安全 C-5 薬物治療 C-6 がん化学療法
C-7 抗菌化学療法・感染制御 C-8 精神科領域 C-9 チーム医療
C-10 薬剤管理指導 C-11 病棟薬剤業務 C-12 医療経済
C-13 薬薬連携 C-14 教育研究 C-15 治験・臨床試験
C-16 経営 C-17 その他

D：臨床検査分科会
D-1 管理・運営 D-2 輸血 D-3 免疫
D-4 生化学 D-5 血液 D-6 一般
D-7 病理 D-8 細胞診 D-9 微生物
D-10 生理 D-11 チーム医療 D-12 その他

E：放射線分科会
E-1 X線検査 E-2 CT検査 E-3 MRI検査
E-4 血管撮影 E-5 核医学検査 E-6 放射線治療
E-7 放射線管理 E-8 医療情報管理 E-9 その他

F：栄養分科会
F-1 糖尿病 F-2 がん・緩和 F-3 摂食・嚥下障害
F-4 周術期栄養管理 F-5 リハ栄養 F-6 栄養食事指導
F-7 災害時栄養管理 F-8 地域連携・在宅 F-9 チーム医療
F-10 給食管理 F-11 その他
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G：リハビリテーション分科会
G-1 管理・運営 G-2 調査・統計 G-3 高次脳機能障害
G-4 神経系疾患 G-5 内部障害 G-6 骨関節系疾患
G-7 がんリハビリ G-8 摂食・嚥下 G-9 生活環境支援
G-10 小児リハビリ G-11 地域リハビリ G-12 ロボットリハビリ
G-13 その他

H：臨床工学分科会
H-1 呼吸 H-2 循環 H-3 代謝
H-4 医療機器管理 H-5 手術 H-6 その他

I：経営・管理分科会
I-1 病院経営 I-2 運営管理 I-3 医療の質管理
I-4 リスクマネジメント I-5 情報システム I-6 患者サービス
I-7 その他

J：地域医療・連携・福祉分科会
J-1 退院支援・退院調整 J-2 地域医療ネットワーク J-3 ICT 地域医療ネットワークシステム
J-4 がん相談・支援 J-5 地域包括ケア・在宅医療 J-6 地域・住民との連携
J-7 ソーシャルワーク実践 J-8 チーム医療 J-9 その他

（2）共同研究者はスペースの関係上、最大9名（演題発表者を含む）としてください。
（3）共同研究者の所属が異なる場合は、原則として合計で最大5施設としてください。
（4）‌�演題名は全角60文字以内で簡潔にまとめて作成してください。なお、英数字は半角2文字を全角1文字と換

算いたします。
（5）‌�抄録本文は全角1,000文字以内とし、内容は【目的】、【方法】、【結果】、【結論】の順に必ず項目を立てて記

述してください。なお、英数字は半角2文字を全角1文字と換算いたします。
	 図表をご登録する場合は抄録本文の文字数は670文字以内となりますので、ご注意ください。
（6）抄録本文作成上の注意
	 ・‌�抄録本文は、最初にご自身のPCのソフトで作成し、コピー機能を使って貼り付けされることをお勧めしま

す。
	 ・‌�先頭行も1マスあけずに左詰めで記入してください。

5. お問い合わせ先
運営事務局：株式会社コンベンションリンケージ
〒901-2227　沖縄県宜野湾市宇地泊281-2
TEL：050-3460-3097　FAX：098-898-2202
E-mail：jmha60@c-linkage.co.jp
＜お問い合わせ受付時間＞月曜~金曜（祝祭日除く）9：30～17：30
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ポスターセッションについて

1. 発表形式について
ポスター発表（発表5分、質疑応答2分）
発表者は会期中、会場内のご自身のポスターに所定の時間帯にお立ちいただき、発表・質疑応答を行います。

ポスターセッション閲覧イメージ

7□□病院全自病院学会病院 □□病院 891011 学会病院
□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□
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□□□□□□□□□□□□□
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発表者
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2. 閲覧用 紙ポスターについて
・‌�演題ごとに下記のような大きさのパネルを用意いたします。あらかじめ指定時間内に、指
定された演題番号のパネルにご自身で紙ポスターの貼付を行ってください。

・‌�本学会は1日ごとに貼り替える形式といたしますので、掲示・撤去は、指定時間内に各自
の責任にてお願いいたします。また、撤去時間以降に残っているポスター等は、事務局に
て処分いたしますので、予めご了承ください。

紙ポスターパネルイメージ

・‌�パネル左上の演題番号は、事務局で用意いたしますので、その右側に演題名・演者名・所属
を表示してください。

・‌�‌紙ポスターはA3：10枚またはA4：15枚程度で作成をお願いいたします。パネルのサイ
ズに準拠していただければ、長尺用紙での掲示も可能です。

　※ポスターパネルの詳細については、学会ホームページをご参照ください。

演題
番号 演題名・演者名・所属

90cm

70cm20cm

20cm

160cm

210cm

この部分は貼付しない

演題
番号 演題名・演者名・所属

90cm

70cm20cm

20cm

160cm

210cm

この部分は貼付しない

A3：01 A4：01 A4：02 A4：03

A4：04 A4：05 A4：06

A4：07 A4：08 A4：09

A4：10 A4：11 A4：12

A4：13 A4：14 A4：15

A3：02

A3：03 A3：04

A3：05 A3：06

A3：07 A3：08

A3：09 A3：10
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この度、第60回全国自治体病院学会に出席されます皆様方のご便宜を図るため、宿泊のお世話を株式会社JTB沖縄
旅行営業部MICE営業課にて取り扱わせていただくことになりました。全国各地より参加される皆様方に宿泊のご案
内を申し上げます。

お申込の際は空室状況の確認およびお支払手続きをご確認いただき、学会ホームページ「宿泊・エクスカーションの
ご案内」ページよりご予約ください。

●宿 泊 期 間：2022年11月9日（水）・10日（木）・11日（金）の3泊
●旅 行 代 金：一泊朝食付（サービス料・税込）のお一人様あたりの料金です。
●お申込方法：宿泊予約専用サイトより各自お申込ください。
●お支払方法：銀行振込、クレジットカード、コンビニ決済が可能です。
　　　　　　　詳しくは宿泊予約専用サイトをご確認ください。
●申込締切日：2022年10月9日（日）23：59まで

宿泊ホテルリスト一覧

No. ホテル名 客室タイプ

宿泊日
お一人様料金（1泊朝食付）

交通アクセス
11/9（水） 11/10（木） 11/11（金）

① ホテルコレクティブ
ツイン1名利用 ¥25,200 ¥25,200 ¥25,200

沖縄都市モノレール県庁前駅より徒歩約7分
ツイン ¥14,200 ¥14,200 ¥14,200

② ホテルJALシティ那覇 シングル ¥15,900 ¥15,900 ¥16,500 沖縄都市モノレール県庁前駅より徒歩8分

③ ホテルストレータ那覇 シングル ¥13,000 ¥13,000 ¥15,000 沖縄都市モノレール美栄橋駅より徒歩約1分

④ ホテルロコアナハ シングル ¥12,600 ¥12,600 ¥13,700 沖縄都市モノレール県庁前駅より徒歩約2分

⑤ アルモントホテル那覇県庁前
シングル ¥11,200 ¥11,200 ¥12,800

沖縄都市モノレール県庁前駅より徒歩約3分
ツイン ¥9,000 ¥9,000 ¥10,600

⑥ ホテルグレイスリー那覇
シングル ¥10,900 ¥10,900 ¥10,900

沖縄都市モノレール県庁前駅より徒歩約5分
ツイン ¥8,700 ¥8,700 ¥8,700

⑦ ホテルサン沖縄
シングル ¥10,400 ¥10,400 ¥10,900

沖縄都市モノレール県庁前駅より徒歩約2分
ツイン ¥7,100 ¥7,100 ¥7,600

⑧ 西鉄リゾートイン那覇
シングル ¥10,000 ¥10,000 ¥10,000

沖縄都市モノレール県庁前駅より徒歩約3分
ツイン ¥8,500 ¥8,500 ¥8,500

⑨ ルートイン那覇旭橋駅東
シングル ¥8,700 ¥8,700 ¥8,700

沖縄都市モノレール旭橋駅より徒歩約3分
ツイン ¥7,800 ¥7,800 ¥7,800

⑩ ソルヴィータホテル那覇
シングル ¥7,800 ¥7,800 ¥7,800

沖縄都市モノレール美栄橋駅より徒歩約10分
ツイン ¥6,400 ¥6,400 ¥6,400

⑪ 東横イン
那覇国際通り美栄橋駅 シングル ¥7,600 ¥7,600 ¥7,600 沖縄都市モノレール旭橋駅より徒歩約3分

⑫ GRGホテル那覇東町
シングル ¥6,800 ¥6,800 ¥6,800

沖縄都市モノレール旭橋駅より徒歩約5分
ツイン ¥5,800 ¥5,800 ¥5,800

宿泊のご案内

宿
泊
の
ご
案
内
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牧志駅

旭橋駅

美栄橋駅

県庁前駅

那覇港

58

沖縄県庁

松尾

県庁前北口

モノレールバス停

海邦銀行

ローソン 牧志公設市場

国際通り

那覇文化芸術劇場
なはーと

⑥ホテルグレイスリー那覇⑥ホテルグレイスリー那覇
④ホテルロコアナハ④ホテルロコアナハ

②ホテル
　JALシティ那覇
②ホテル
　JALシティ那覇

③ホテルストレータ那覇③ホテルストレータ那覇

⑩ソルヴィータホテル那覇⑩ソルヴィータホテル那覇

⑧西鉄リゾートイン那覇⑧西鉄リゾートイン那覇

⑦ホテルサン沖縄⑦ホテルサン沖縄

⑤アルモントホテル
那覇県庁前
⑤アルモントホテル
那覇県庁前

⑨ルートイン
　那覇旭橋駅東
⑨ルートイン
　那覇旭橋駅東

⑫GRGホテル
那覇東町

⑫GRGホテル
那覇東町

⑪東横イン那覇国際通り
　美栄橋駅
⑪東横イン那覇国際通り
　美栄橋駅

H

H

HH

H

H

HH

H

H

H

H

①ホテルコレクティブ

■ 那覇文化芸術劇場 なはーと
モノレールをご利用の場合
　・県庁前駅から約 6分
　・美栄橋駅から約 6分

バスをご利用の場合
　・国内線旅客ターミナル発 125 番または120 番乗車
　・松尾バス停下車徒歩約 4分

タクシーをご利用の場合
　・那覇空港より約 14分
　・料金 1,200円～1,500 円

■ ホテルコレクティブ
モノレールをご利用の場合
　・県庁前駅から徒歩約 7分

バスをご利用の場合
　・国内線旅客ターミナル発 125 番または120 番乗車
　・松尾バス停下車徒歩約 0分

タクシーをご利用の場合
　・那覇空港より約 15分
　・料金 1,500円～2,000 円

那覇空港からのアクセス

宿
泊
の
ご
案
内
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エクスカーションのご案内

本学会ご参加者用に下記エクスカーションをご用意しております。学会ホームページ「宿泊・エクスカーションのご
案内」よりぜひお申込ください。
ツアー内容の一部をご紹介しますので、参考のうえホームページ（下記URL）よりお申込ください。

【ツアー概要】
●旅行設定日：ホームページより各コースのカレンダーをご確認ください。
●旅行代金：各コースのご案内をご覧ください。
●旅行代金に含まれるもの：貸切バス代、入場代、昼食代（該当のコース）
●最少催行人数：各コースのホームページをご確認ください。
●添乗員：同行いたしません。
●バスガイド：同行いたします。

◎：入場観光　〇：下車観光　△：車窓観光　✈：航空機　～：船　＝：バス　…：徒歩

A.首里城・おきなわワールド
【ポイント！】琉球王国の歴史・文化を体験し平和について学ぶコースとなっています。

●ご旅行代金（お一人様）：5,500円

B.古宇利島・今帰仁城址・美ら海コース
【ポイント！】古宇利島や美ら海水族館を周るのんびり・ゆったり癒しのコース

●ご旅行代金（お一人様）：7,000円

A

11/11
（金）

行　　　　　　　　　　　　　　　　程月日曜 食事

朝：－

昼：〇

夜：－

那覇バスターミナル ◎首里城公園 ◎おきなわワールド（昼食）

〇平和祈念公園
平和の礎 ◎ひめゆりの塔 〇道の駅いとまん

9:00

那覇バスターミナル
16:00

<30>

<5> <10> <40>

<30> <15>【50】 【150】10:209:30 10:50

【30】 14:0513:35 【30】 14:4014:10 【30】 15:2014:50

13:20

B
行　　　　　　　　　　　　　　　　程

11/11
（金）

月日曜 食事

朝：－

昼：〇

夜：－

那覇バスターミナル 〇古宇利島 △ワルミ大橋（車窓）

ホテルオリオンモトブ
リゾート&スパ（昼食）

◎海洋博公園
沖縄美ら海水族館〇今帰仁城址

8:30

那覇バスターミナル
18:00

<120>

<5> <5> <120>

【40】 11:1010:30

【70】 12:4011:30 【60】 13:5012:50 【120】 15:5513:55

…………
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C.西海岸満喫・美ら海コース
【ポイント！】西海岸を爽快に走る沖縄観光の定番コース

●ご旅行代金（お一人様）：6,000円

●JTB国内観光　https://opt.jtb.co.jp/kokunai_opt/i/h22_i2201/?genre1=26
●那覇バス定期観光　https://nahabus.com/teiki/

宿泊・エクスカーションに関するお問合せ
株式会社JTB沖縄旅行営業部MICE営業課

「第60回全国自治体病院学会」受付係
TEL：098-861-4040
FAX：098-869-3424
Mail：jmha60@okw.jtb.jp
営業時間：9：30～17：30（土日祝日は休業）

その他沖縄ならではのアクティビティのご案内（参考）

C
行　　　　　　　　　　　　　　　　程

11/11
（金）

月日曜 食事

朝：－

昼：〇

夜：－

那覇バスターミナル ◎琉球村 〇万座毛

◎海洋博公園
沖縄美ら海水族館

ホテルゆがふいんおきなわ
（昼食） ◎ナゴパイナップルパーク

8:00 

那覇バスターミナル
17:30

<60> <30> <30>

<5> <30> <90>

【60】10:009:00 【30】11:0010:30

【50】 12:2011:30 【120】 14:5012:50 【40】 16:0015:20

守礼門 万座毛 美ら海水族館

体験 アウトドア 観光① 観光② 食べる

那覇バス JTB

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
案
内



MEMO



MEMO



MEMO









 
 

 

 

 

 

 
 

健康と快適の明日を考える 
 

沖縄綿久寝具株式会社 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表取締役社長  中嶋 健博 
 

（本社）宜野湾市赤道１－８－５ 

TEL（098）892‐1121（代表） 
   



代表取締役社長　 　 宮城　 徹
■本社/沖縄県石垣市字真栄里383番地の2
℡（0980）82-4440　　FAX（0980）83-6659　　E-mail：ｙｂｋ-cop@athen.ocn.ne. jp

『（社）沖縄県ビルメンテナンス協会会員・（社）沖縄県警備業協会会員』





　光通信工業株式会社
代表取締役　島　袋　　剛

 情報通信設備・電気設備の技術者集団で社会に貢献します
　〒９０１－２１３１　沖縄県浦添市牧港５－４－１０

　ＴＥＬ．（０９８）８７８－５１１１（代）　 ＦＡＸ．（０９８）８７０－１０９２








